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【巻頭言】 LRTへの期待 

 

中尾正俊 Nakao Masatoshi 

 

 

近年の路面電車・LRT の話題としては、広島（全国初の 2 階コンコース乗り入

れ）、宇都宮（76 年ぶりに全線新設）、富山、札幌などの路面電車の発展ぶりなど、

目を見張るものがあります。 

まだ諸課題はあるものの、今や大きく変化してきていることは確実です。 

 

主な項目としては次のことが注目されていると思います。 

 

1. LRT による街づくり（沿線のマンション等人口高密度化） 

2. 路面電車・LRT に対する助成（国の三分の一から二分の一への補助率嵩

上げ） 

3. 路面電車とシビックプライドの醸成（おらが街のLRT） 

 

路面電車から LRTに 

 

路面電車のことを「LRT」とか「トラム」、そのことからの「シビックプライド」

などの呼び名や表現は、近年になって使用されるものとなってきました。 

明治、大正、昭和を駆け巡った昔のチンチン電車、いわゆる「路面電車」から、

今や「LRT」と称されて街づくりの代名詞になってきていることで、非常にわかり

やすく、近代的な街の未来をイメージさせる効果のある呼び名へと変換しつつあ

ると思います。 

このことは、新聞社、テレビ局の報道を見ていればその流れがよくわかります。 

宇都宮の場合には、チンチン電車の古いイメージを払拭するために、車両のデ

ザインを流線型にし、そのスマートさが分かるように意図したデザインにしたこ

とや、マスコミに報道する際には、敢えてLRT という言葉の変更をお願いしまし

た。 

それはチンチン電車、路面電車からLRT へとの進化をわかりやすく、街づくり

の一翼を担うことと若い人たちの利用頻度も上がる期待をしてのものであり、こ

のことによりLRT という名称変更は、しっかりと定着しました。 
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町から自慢のおらが街に 

 

宇都宮の農村地帯や工業団地であったLRT の敷設沿線周辺は、見事な街に生ま

れ変わり、今や市民県民の間では、お正月やお盆に、友人、知人、孫や子供たち

が帰省してくると異句同様にLRT を話題とし、揃って乗車して自慢するなどの光

景はめずらしくなく、見事にシビックプライドが醸成され、宇都宮のまちが、そ

れまでの単なる「町」から「自慢のおらが街」に変化をしていることを物語って

います。 

 

今後への期待 

 

今や宇都宮のLRT は工業地帯に勤務する約 4 万人の従業員の通勤の足として、

また沿線には高校、大学などがあり、この通学の大事な交通手段としての役割も

担っています。これは優れた定時制、速達性（宇都宮LRTの表定速度は 22km／h

で世界に誇れるレベル）などに裏付けされたものであり、見事に街づくりに寄与

し、都市の装置として共存共栄していることは誰が見ても明らかです。 

今後、他の地域においても導入の検討が一層進み、その実現を期待するととも

に、今後のLRT の更なる発展を強く期待するものです。 
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